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開催日：2015年 10月 17日（土） 
開催地：国立科学博物館（東京都上野） 
主  催：ソニー・太陽株式会社／後援：公益財団法人ソニー教育財団 
共  催：音響学会 音響教育調査研究委員会・音バリアフリー調査研究 

委員会 
参加者：小学校 5年生以上 26名 
スタッフ ：ソニー・太陽株式会社 6名、音響学会 6名 
 昨年に続き、今年も実現した国立科学博物館でのインクルージョンワーク 
ショップでは、障がいのあるなしに関係なく、インクルーシブな会場でものづくりの
楽しさや、科学への興味を深めてもらうソニー・サイエンスプログラムにおいて、ペ
ットボトルと牛乳パックでヘッドホンづくりに挑戦しました。また、今回は音響学
会の先生方による、製作したヘッドホンの音響特性の測定と磁気ループによる
視聴体験も加わり、充実したワークショップとなりました。 

ソニー・太陽株式会社 

インクルージョン・ワークショップ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人工耳（じんこうじ） 

・ヘッドホンの周波数特性（低い音から高

い音まで出せるかどうか）を測る時に使

います 

・穴の中にマイクが入っています 

・マイクのまわりの３つの空洞が耳の穴と

耳たぶによって生じる音に 似せます 

※低い音から高い音まで、グラフにでこぼ

こが少ない方が良いヘッドホンです。 

耳の形をした人工耳（じんこうじ）

もあります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


